
 公益財団法人 JKA 補助金による福祉機器整備のご報告  

 

 平成 27 年 6 月 30 日、当施設に介護用リフト機器｢サビナⅡ｣2 台が新規導入されました。 

 これは、公益財団法人 JKA による平成 27 年度 福祉機器の整備補助事業（競輪公益資金）による 

補助金を受けて実施したものです。 

 リフト機器の整備により、入所者の皆様に対し、より安心･安全なサービス提供に努めるとともに、 

 事業目的である｢職員の介助負担の軽減｣のために今後も努力して参ります。 

 

 【職員の声】 

 

                                ・移乗介助の際に腰が痛くて 

                                 大変だったが、機器が入ったので 

                                 ラクになった。 

 

                                ・最初は機械を使うことに抵抗も 

                                 あったが、実際に使ってみると 

                                 利用者様にとっても安全なので 

                                 導入されてよかった。 

 

                                ・歳を取って若い職員のように 

                                 力が入らないので、 

                                 機器のおかげで介助がしやすい。 

 

 

 

 

  サビナは利用者様のイス等から立ち上がりを支援し、 

立位を保持したまま移動することもできる介護用リフト機器の 1 種です。 

 

<補助事業の概要> 

 

事業名 平成２７年度 福祉機器の整備補助事業 

補助内容 介護用リフト機器 ２台 

実施場所 特別養護老人ホームマモリエあいら 

補助金額 1,499,000 円 

事業目的 

機器導入により職員の移乗介助に係る負担を軽減し、 

① 既存職員の離職防止を図る 

② ｢年齢に関わらず働き続けられる職場環境｣の整備を図り、新規の介護人材の

確保を促進する。 

 

※ 詳細は当法人ホームページをご覧ください。 

URL：http://www.qoler.jp  

 

※ 補助をいただきました公益財団法人 JKA の活動内容についても、ぜひご覧ください。 

URL：http://ringring-keirin.jp/  
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